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資料４ 令和３年度の成果

② 水災下における木造住宅の安全確保シナリオの検討

(1) 住団連のガイドラインにおけるシナリオ

(2) 元施策②（耐浸水性能評価法の検討）におけるシナリオ

パターン1 パターン2 パターン3

パターン4 パターン5

③ 既存木造住宅の耐水害仕
様改修の具体的ニーズの検証
想定浸水深最小規模0.5m～同最大
規模5mの住人15名に対する速報
耐水害改修希望者：80%
耐水害改修希望レベル：a (全員)
a. 住宅の中にも床下にも水が入らない。

b. 床上は浸水しないが、床下は浸水し、水害後は泥
を出せば元通りとなる。

c. 住宅の中に水が入っても、2階で生活が継続でき
る。

d. 住宅の中に水が入るが、復旧工事が素早く安価に
できる。

e. その他（具体的にお書き下さい

耐水害改修予算(平均)：117万円
耐水害改修を希望しない理由：
・改修工事をしても、次にいつ水害が来るか分から

ないから

・改修工事の費用が高そうだから


